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秋、聞こえてきました 
      校長 風見由起夫 

夕方、帰宅のため職員玄関を出ると、たくさんの虫の声が聞こえてきました。自然豊かな里山の虫の

声には及びませんが、秋の訪れを感じ、心癒されます。日中は、カスタネットのような竹の音、リズム

に合わせた足踏み、「どっこいしょ、どっこいしょ」の掛け声などが聞こえています。毎年、秋になる

と聞こえていた子どもたちの表現の練習の音です。今年は「運動会」ではなく「体育学習発表会」とし

ました。ですから、応援団やリレーの練習の声は聞けません。けれども、普段とは違う活動に取組む子

どもたちの姿、声は、学校の教育活動が、また少し通常に戻ってきたことを感じさせてくれます。 
 先日、金融機関を舞台にしたドラマが最終回を迎えました。「倍返し」はあまりにも有名ですが、第

２シーズンでは、「感謝と恩返し」というキーワードがたびたび出てきます。復讐に燃えて倍返しに意

気込むその熱量、エネルギーを認めつつも、「感謝と恩返し」という言葉の方が、教育に携わる者とし

てはしっくりきます。多くの人々との出会いに感謝し、自分のできることで恩返しする。子どもたちに

そんな気持ちをしっかりと育てていきたいと考えています。 
さて、体育学習発表会のスローガンは「一人一人の力を合わせて、今までにない体育学習発表会にし

よう」です。制限のある状況の中での発表会ですが、子どもたちには、みなのがんばる姿、成長した姿

が、家族や地域の方々に元気を与えるのだと話しています。まさに子どもたちからの「感謝と恩返し」

です。当日は、子どもたちの演技、表現に、大きな拍手、声援をお願いします。初めての行事です。保

護者鑑賞日の進行等について保護者、地域の皆様方のご理解、ご協力をお願いします。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人面談（希望制）について 
昨年度は、この時期に希望者による個人面談を実施しました。しかし、２ヶ月の臨時休業によ

り、必要な年間の授業時間を確保するのが難しい状況です。そのため、午後の授業をカットして

個人面談の期間を設定することができません。 

一方、家庭と連携しながら子供たちを指導していくためには、面談等を通して情報を共有して

おくことも大切です。今年度は個人面談の期間を設定しませんので、ご家庭でご心配なこと、相

談したいことがありましたら担任にご連絡ください。また、学校でのお子さんの様子をみて、必

要に応じて、担任から面談のご連絡をさせていただく場合があります。その際は、ご多用とは思

いますが、面談日程の調整にご協力ください。 

１０月の行事予定 

 

 
２２日(木) ユニセフ集会 

エコライフデー始 
      生活科見学（１年） 
２３日(金) 読書旬間終 
２６日(月) クラブ活動（６校時） 
２７日(火) ユニセフ募金① 
２８日(水) ユニセフ募金② 

歯科健診（１年） 
      エコライフデー終了 
２９日(木) 歯科健診（２年） 
３０日(金) 生活科見学（２年） 

 
 ２日(金) 体育学習発表会（児童鑑賞） 
 ３日(土) 体育学習発表会（保護者鑑賞） 
 ５日(月) 委員会活動（６校時） 
 ７日(水) 豊玉中学校体験（６年・５,６校時） 
 ８日(木) 眼科健診（全学年） 
１２日(月) 読書旬間始 
１３日(火) 心臓健診（全学年） 
１４日(水) 補充教室 
１５日(木) 耳鼻科健診（全学年） 
１６日(金) 通知表配布 
２０日(火) 避難訓練（二次避難あり） 

教職員異動等 
【着任】  みなみルーム  木倉 有佳里 教諭 
【産休】  ２年２組    野﨑 香奈 教諭 ※10 月 21 日（木）まで 
【産休代替】２年２組    生山 孝子 教諭 ※10 月 22 日（金）より 

 



今月の生活目標    落ち着きのある生活をしよう 
体育学習発表会の練習も佳境を迎え、どの学年もゴール目指して全力疾走です。雨の日も多いので、

校内外では落ち着いて生活し、思わぬ怪我や事故に気を付けていきます。ご家庭でも早寝早起きや適

度な運動、朝ご飯をしっかりとることを心掛けてほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈 ４年の窓 〉 
４年担任 長谷川 祐子  

 長い自粛期間を終え、友達と一緒に学習した

り、遊んだりできる喜びを感じながら日々の活

動を楽しんでいる様子が伺えます。 
 ６月からウサギの世話が始まりました。１学

期に総合的な学習の時間で調べたことを生か

しながら飼育をしています。生き物の命を預か

り、責任をもってお世話する姿が見られます。 
４年生は毎日「きらりノート」（日記）を書

いています。最初は書くことに抵抗があった子

供達も、短い時間で、まとまった文章が書ける

ようになってきました。４年生では、学習した

ことを新聞やリーフレットなどにまとめる機

会を多く取り入れています。初めて「うさぎ新

聞」を作った時は、調べたことを書き連ねるだ

けだった子も、国語の「新聞を作ろう」の単元

で学習したことを生かし、文を要約して記事を

書くことができるようになってきました。本年

度の研究のテーマである「書く力」を伸ばして

いけるように、年間を通して取り組んでいきた

いと考えています。 
 ２学期は、体育学習発表会に向けて表現ダン

スの練習と徒競走の練習を頑張っています。表

現ダンスは、QUEEN の曲に合わせてかっこよ

く体を大きく動かして踊ります。４年生全員の

息の合ったダンスにご期待ください。 
 今まで積み重ねてきたものや価値を自分達

で実感できるようになってほしいと思います。 

〈 体育学習発表会 〉       実行委員長  益田 千聖 
 茹だるような暑さから一変して、涼しい風が心地よい日が増えてきました。毎日汗だくになりな

がら、表現種目や短距離走の練習に励んでいた子供たちにとっても、過ごしやすい気候になってき

たなと感じます。今年度は感染症対策の為に、例年の運動会とは形態を変えて「体育学習発表会」

として実施します。応援合戦に全校競技、各学年の団体競技、選抜リレー等を縮減するということ

で、会の在り方を根本から考え直し、計画しました。先日の全校朝会での 6 年生の言葉を借りると、

体育学習発表会は「赤組、白組で競うのではなく、これまでの自分自身と競って、精いっぱい頑張

る」姿を発表する場となります。多くの制限の中、それでも子供たちは精いっぱい練習に取り組み

ました。その成長の姿を、温かく見守っていただければと思います。 
 また、発表会に向けて 5・6 年生は委員会活動を通して準備を進めてきました。来校者用のシー

ル準備に、当日大きく掲げられる発表会のスローガンや大プログラム、会を盛り上げるトミーやミ

ライトワのポスターや、児童鑑賞日で行われる種目のアナウンスや準備・整理運動、校歌演奏、校

内に掲示された体調管理を促すポスター…。普段の委員会の仕事に加えて、限られた時間の中で本

当によく頑張っていました。当日の発表を通して、これまで積み重ねてきた努力、そして成長を感

じていただければと思います。子供たちに、ぜひ温かい声援をお願いいたします。 
  

◇給食費・教材費 引き落とし日 

  ①１０月 ５日（月） ②１０月１５日（木） 

  入金をよろしくお願い申し上げます。 

〈 ５年養殖体験 〉 
      ５年担任 成田 優喜 

７月から総合的な学習の時間にて、「養殖体

験プログラム～いのちの授業～」に取り組んで

います。NPO 日本養殖振興会の齊藤浩一先生、

蜂谷徳常先生をゲストティーチャーに招いて、

「ヒラメ」の養殖について、実際にヒラメを飼

育しながら、ヒラメの生態や食性、養殖業など

について学んでいます。社会科の水産業にもつ

ながる学習です。夏休み中、ヒラメの生態や食

性、形態について簡単に調べ学習をしました。 
そして、9 月 8 日(火)に水槽が届き、３階多

目的室に設置し、9月 10日(木)に１クラス５匹、

学年で 10 匹のヒラメを受け入れました。受け

入れたときに子供たちは「可愛い！」とはしゃ

いでいました。 
子供たちは、豊南ソーランの練習と並行しな

がらヒラメの観察と水槽や水の掃除などのお

世話をしています。 
題名にもありますが、これは「いのちの授業」

です。命を扱うことの大切さだけでは、ペット

を飼っている感覚と変わりません。子供たちに

は、人が他の生物の命でもって自分の命をつな

げていくということを、この授業で学んでいっ

てほしいと思います。 


